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                           作成 2006 年01月16日  

                           改定 2010 年 3 月23日 

            製品安全データシート 

                  

１．製品及び会社情報                              

製品名 MC ブランクリン ECO  

会社名 マコト化学工業株式会社 

住所 東京都大田区北千束 2 丁目 9-2  

担当者 技術部 石橋 秀元 

電話番号 03-3782-5992  

FAX 番号 03-5751-3052  

緊急連絡先 同上 

整理番号 MCBRE  

 

 ２．危険有害性の要約 

GHS 分類 

物理化学的危険性       引火性液体           ：区分２ 

健康に対する有害性      急性毒性（経口）        ：区分４ 

皮膚腐食性・刺激性     ：区分３ 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  ：区分２ B  

特定標的臓器・全身毒性（単回暴露：区分３

（麻酔作用） 

吸引性呼吸器有害性  ：区分１ 

環境に関する有害性      水生環境急性有害性  ：区分２ 

水生環境慢性有害性  ：区分２ 

 

 

ラベル要素 

絵表示又はシンボル 

  

 

 

 

注意喚起語     危険 

危険有害性情報   引火性の高い液体及び蒸気 

飲み込むと有害（経口） 

軽度の皮膚刺激 

眼への刺激 

飲みこみ、気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

眠気及びめまいのおそれ 

水生生物に毒性 

長期的影響により水生生物の毒性 

注意書き      「安全対策」 

安全注意（ＭＳＤＳ等）を読み理解するまで取り扱わないこ



  MC ブランクリン ECO2/7 
と。 

火花、裸火、高温体などの着火源から遠ざけること。 

静電気放電や花火による引火を防止すること。 

防爆型の機器、装置を使用すること。 

保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用すること。 

屋外又は換気の良い場所でのみ使用し、暴露を避けること。 

ミスト・蒸気を吸入しないこと。 

取り扱い後は良く手を洗うこと。環境への放出を避けるこ

と。 

「救急措置」 

・火災の場合には適切な消火方法をとること。 

・吸入した場合、空気の新鮮な場所に移動し、吸入しやすい姿勢

で休息させること。 

・飲み込んだ場合、直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせな

いこと。 

・眼に入った場合、清浄な水で注意深く十分に洗う。 

・皮膚に付着した場合、汚染された衣服を脱ぎ、皮膚を多量の水

と石鹸で洗うこと。 

・人体に異常を感じたら、必ず医師の手当てを受けること。

（眼、皮膚） 

｢ 保管 ｣  

・直射日光を避け、涼しく換気の良い場所に保管すること。 

「廃棄」 

・都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託

すること。 

３．組成及び成分情報 

単一製品／混合物の区別：混合物質  
製品の化学特性に関する情報  
成分  

成   分   名  含有量 (%)  CAS No.  官報公示整理番号  

メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン  65 － 75 108-82-2  (2)-2230 

プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル

モ ノ メ チ ル エ ー テ ル  
25 － 35 107-98-2   (2)-404  

 
※通知対象物質：メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン （ 政 令 番 号  第 576 ）  
※通知対象物質： プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル （ 政 令 番 号 第 496 ）  

 

４．応急措置  

吸入した場合   ：直ちに空気の新鮮な場所に移し、医師の手当てを受ける。 

皮膚に付いた場合 ：汚染した衣服を脱ぎ，触れた部位を多量の水及び石鹸で洗

い流す。 

目に入った場合  ：直ちに清浄水で１５分間以上洗眼し、眼科医の手当てを受

ける。 

飲み込んだ場合  ：揮発性なので吐きださせるとかえって危険性が増す。直ち
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に医師の手当てを受ける。水でよく口の中をあらわせても

良い。意識の無い被災者には、口から何も与えてはならな

い。 

急性及び遅延性の最も重要な症状 / 影響 

：脱脂している皮膚炎の兆候及び症状には、灼熱感及び / 又

は乾燥しひびわれの外観が含まれる。中枢神経系 (CNC) 抑

制のその他の兆候及び症状は、頭痛、悪心、及び協調不全

があげられる。 

呼吸器の刺激の兆候及び症状には、鼻及び咽喉の一過性の

灼熱感、咳および / 又は呼吸困難が含まれる。 

物質が肺に入った場合の兆候及び症状は、咳、窒息、ぜん

嗚音、呼吸困難、胸部うっ血、息切れ、及び / または発熱

が上げられる。 

聴覚系への作用として一時的な聴覚障害及び耳鳴りが上げ

られる。 

５．火災時の措置 

適切な消火剤    小火災：粉末消火、二酸化炭素、一般の泡消火剤 

大火災：散水、噴霧水、一般の消火剤 

使ってはならない消火剤 ：棒状注水 

特有の危険有害性    ：燃えやすい、熱、火花、火炎で容易に発火する。 

：加熱により容器が爆発する恐れがある。 

：火災により刺激性、有毒及び腐食性のガスを発生す

る恐れがある。 

：消火水や希釈水が汚染を引き起こす恐れがある。 

：屋内、屋外又は下水溝で蒸気爆発の危険がある。 

 

特有の消火方法     ：散水以外の消火剤で消火の効果がない大きな火災の

場合には散水する。 

：危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

：消火活動は、有効に行える最も遠い距離から、無人

ホース保持具やモニター付きノズルを用いて消火す

る。 

：大火災の場合、無人ホース保護具やモニター付きノ

ズルを用いて消火する。これが不可能な場合には、

その場所から避難し、燃焼させておく。 

：消火後も、大量の水を用いて十分に容器を冷却す

る。 

消火を行う者の保護  ：消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学用保護衣

を着用する。 

６．漏出時の措置  

人体に対する予防措置    漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。 

保護具及び緊急時措置    直ちに全ての方向に適切な距離を漏洩距離区域とし

て隔離する。 

関係者以外の立ち入りを禁止する。 

作業者は適切な保護具を着用し、眼、皮膚への接触
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や吸入を避ける。 

風上に留まる。低地から離れる。 

密閉された場所に立ち入る前に換気する。 

漏洩しても火災が発生していない場合、密閉性の高

い、不浸透性の保護衣を着用する。 

環境に対する注意事項    環境中に放置してはならない。 

河川等に排出され、環境への影響を起こさないよう

に注意する。 

回収・中和         少量の場合、乾燥土、砂や不活性吸収剤で吸収し、

あるいは覆って密閉出来る空容器に回収する。 

大量の場合、盛り土で囲って流出を防止し、清潔な 

電防止工具を用いる 

大量の場合、散水は、蒸気濃度を低下させる。しか 

し密閉された場所では燃焼を抑えることが出来ない 

おそれがある。 

封じ込め及び浄化の方法   危険でなければ漏れを止める。 

機器            漏出物を取り扱うとき用いる全ての設備は設置す 

る。 

蒸気抑制泡は蒸気濃度を低下させるために用いる。 

二次災害の防止策      すべての発火原を速やかに取除く。 

排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入

を防ぐ。 

７．取扱い及び保管上の注意  

技術的対策        取り扱い者の暴露防止 

粉塵、ヒューム、ガス、ミスト、蒸気、スプレーを吸 

入してはならない 

注意事項         火災・爆発：ほとんどの蒸気は空気より重く、地面に 

沿って広がり、低いところや密閉部分に溜まる。液体 

は水より軽い。 

安全取り扱い注意事項   取り扱う前に全ての安全注意を読み理解する。 

必要な個人用保護具を使用する。 

配合禁忌等、安全な保管条件 

適切な保管条件、施錠して保管する。 

熱、火花、裸火のような着火原から離して保管するこ 

と。 

容器は密閉して換気の良い冷所で保管すること。 

容器は直射日光や火気を避けること。 

避けるべき保管条件    酸化剤から離して保管する。 

８．暴露防止及び保護措置  

管理濃度        未設定 

許容濃度        メチルシクロヘキサン 

400ppm 1600mg/m3 日本産業衛生学会 (2005 年版 )  

ACGIH (2005 年版) TLV-TWA 400ppm 

プロピレングリコールモノメチルエーテル 

設定されていない  日本産業衛生学会 (2005 年版 )  
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ACGIH(2005 年版) TLV-TWA 100ppm TLV-STEL 150ppm 

設備対策         防爆の電気・換気・照明機器を使用すること。 

静電気放電に対する予防措置を講ずること。 

この物質を貯蔵ないし取り扱う作業場には、洗眼器と 

安全シャワーを設置すること。 

高熱工程でミストが発生するときは、空気汚染物質を 

許容濃度以下に保つために換気装置を設置する。 

保護具 

呼吸器の保護具     空気呼吸器を着用する。 

手の保護具       保護手袋を着用する。 

眼の保護具       眼の保護具を着用する。 

９．物理的及び化学的性質  

物理的状態 

形状          無色透明液体 

臭気          殆ど無臭 

初留点及び沸点範囲    101-120℃ 

引火点          -4 ℃ 

自然発火温度      258 ℃ 

爆発範囲        下限  1.2vol ％  上限  6.7vol%  

比重          0.804-0.812(20℃ )  

溶解生        水に対する溶解生：不溶 

10．安定性及び反応性 

安定性          通常の取り扱い条件において安定である。 

反応性          反応性なし。 

避けるべき物質      強酸化剤。 

危険有害な分解生成物   一酸化炭素、二酸化炭素、刺激性ガス。 

11．有害性情報  

急性毒性       ：経口マウス  LD50 1200mg/kg ( 区分４ )  

皮膚腐食性・刺激性    

：２４時間暴露ではあるがRTECS(2005)のウサギの皮膚 

に適用した試験において軽度な刺激性が認めらた。

（区分３） 

眼に対する重篤な損傷・刺激性 

：ウサギの眼に適用した試験において軽度の刺激性が 

認められた。 

：並びに具体的な症例報告は無いが、眼を刺激するとの

記述。眼刺激（区分２ B ） 

特定標的臓器・全身毒性（単回暴露） 

：高濃度暴露で麻酔作用あり。 

：眠気及びめまいのおそれ（区分３） 

吸引性呼吸器有害性  ：炭化水素であって、かつ動粘性率が20℃ 

で 0.95MM2/S( 粘性率 / 密度＝0.732(mPas)/0.7694(g/cm3) 

であり40℃の動粘性率は 20.5mm2/s 以下であると考え 

られること。 
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飲みこみ、気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

( 区分１ )  

12．環境影響情報  
漏洩、廃棄などの際には、環境に影響を与えるおそれがあるので、取り扱に注意

する。特に製品洗浄水が、地面、川や排水溝に直接流れないように対処するこ

と。 

水生環境急性有害性 ：甲殻類（ブラウンシュリンプ）の 96 時間 LC50 ＝ 3300 μ

g/Ｌ水生生物に毒性（区分２） 

水生環境慢性有害性 ：急性毒性が区分２、生物蓄積性が低いものの(BCF=321)急

速分解性がない (BOD による分解度： 0%) ことから 

長期的影響により水生生物の毒性（区分２） 

13．廃棄上の注意  

残余廃棄物     ：本製品を含む廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律で特別管理産業廃棄物（廃油）に規定されてい

るため、法令に従って適正に処理する。   
汚染容器／包装   ：空容器は内容物を完全に使い切った後、産業廃棄物と

して処理する。包装材料は産業廃棄物として処理す

る。   

14．輸送上の注意  

国連分類       ：クラス３（引火性液体類）  
国連番号       ：１２６２  
輸送の特定の安全対策及び条件  輸送前に容器の破損、腐食、漏れのないこと

を確かめる。転倒落下、破損のないように積

み込み、荷崩れ防止を確実に行う。 

該当法規に従い、包装、表示、輸送を行う。 

第１類、第６類危険物との混載禁止。火気厳

禁。 

15．適用法令  

消防法            ：危険物  第４類第1 石油類  非水溶性液体 

危険等級Ⅱ 

労働安全衛生法  有規則     ：非該当 

通知対象物  ：メチルシクロヘキサン 

( 政令番号  第 576 号 )  

：プロピレングリコールモノメチルエーテル

( 政令番号  第 496 号 )  

毒物及び劇物取締法        ：非該当 

化学物質管理促進法（ＰＲＴＲ法）：非該当 

船舶安全法           ：引火性液体 

産業廃棄物処理法  特別管理産業廃棄物  ：政令２の４  廃油 

16．その他の情報  

記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、記

載のデータや評価に関しては、情報の完全さ、正確さを保証するものではあり

ません。また、新しい知見の発表により内容に変更が生じることがあります。

なお、含有量、物理的及び化学的性質等の数値は保証値ではありません。  
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 また、記載事項は通常の取扱いを対象としたものですので、特別な取扱いをす

るなどの場合はこの点にご配慮をお願いいたします。  
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